
原発と人間の限界 
 

標題は作家・高村薫さんの朝日新聞6月28日朝刊への寄稿文。

「制御できない技術 福島事故が暴いた『平和利用』の幻想」と

いう見出し。長文なので一部だけを紹介する。 

 平成の日本で、原発は当否以前の無関心にのみ込まれて日常の一部になった。そして

2011 年 3 月 11 日、東日本大震災が起きる。被災地でまさに生死のはざまに投げ込まれ

た数万、数十万の人びとと違い、私のように遠く離れたところからテレビ中継を見つめ

ることしかできなかった者にとっても、福島第 1原発が刻々と崩壊してゆく時間は、一

生消えない衝撃をこの心身に刻んだ。 

このとき私たちはそれぞれ多くのことを考えたが、とくにこの地震国で原発を利用す

ることの無謀は間違いなく私たちの心身に刻み込まれたはずである。個々に価値観は違

っても、事故直後に半径 20 ㌔以内のすべての住民が、取るものも取りあえず退避させ

られた現地の映像を一目でも見たなら、人間の営みが消された風景の残酷さに悄然とし

ないはずはない。廃墟と化した 4基の原子炉と人間の消えた大地は、まさに「原子力の

平和利用」の幻想の下から現れた極北の現実だと言ってよい。 

事故から 8年経ったいまも汚染水の漏出は止まらず、原子炉の底から溶け落ちた核燃

料はその姿をやっとカメラで確認した段階であって、取り出し作業の見通しも立ってい

ないが、これは「想定外」の結果とは言えない。60 年代に原発建設が始まったとき、

国は 20 世紀末までに廃炉技術を確立すると約束したのだが、それがいまだ果たされて

いないのは、端的に技術的に困難だということだろう。小惑星に探査機を着陸させるこ

とはできても、高レベルの放射能に汚染された原子炉内で活動できるロボットさえ十分

に実用化できないのは、原子力を前にした人間の、これが現時点での能力の限界という

ことなのだ。さて、福島第 1原発の事故は、世界の原発利用に一定のブレーキをかけた

と同時に、太陽光や風力などの再生可能エネルギーの普及を大きく加速させた。では、

当の日本はどうだったか。たとえば国のエネルギー基本計画を見てみよう。そこに定め

られた 2030 年度の電源構成は、再生可能エネルギーが 22～24％、原子力が 20～22％と

なっているが、原発の新規制基準に伴うコスト増や、40 年を超えた原発の延命の困難

などを考えると、原子力の比率の 20％超という数字はおよそ現実味がない。一方、再

エネの比率のほうは、2040 年に全世界の発電量の 40％に達するという国際エネルギー

機関(IEA)の予測に比べて、明らかに低すぎる。これはもはや科学技術の問題ではなく、

経済の話ですらない。電力会社を頂点とする産業界と、永田町と霞が関の利害がいまな

お不可分であり続けていることの帰結であり、三者がそれぞれ変革から逃げてもたれあ

った末の、成算のないなし崩しに過ぎない。そして国民もまた、長引く景気低迷と生活

の厳しさに埋もれ、再び無関心にのみ込まれていまに至っているのである。 

                              (2019 年 7月 11日) 


